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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第115期

第１四半期連結
累計期間

第116期
第１四半期連結
累計期間

第115期

会計期間

自平成22年
４月１日
至平成22年
６月30日

自平成23年
４月１日
至平成23年
６月30日

自平成22年
４月１日
至平成23年
３月31日

売上高（千円） 4,681,5344,699,03819,450,067

経常利益（千円） 264,578 294,0921,108,803

四半期（当期）純利益（千円） 149,312 186,547 621,654

四半期包括利益又は包括利益（千円） △13,124 191,770 345,774

純資産額（千円） 8,603,8779,052,2198,925,786

総資産額（千円） 19,303,35819,994,47019,269,775

１株当たり四半期（当期）純利益金額

（円）
16.80 20.99 69.94

自己資本比率（％） 43.2 43.8 44.9

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

　      ３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。

        ４．第115期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

EDINET提出書類

昭和パックス株式会社(E00686)

四半期報告書

 2/18



２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、財政状態及び経営成績の異常な変動等、または、前連結会計年度の有価証券報

告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。　 

２【経営上の重要な契約等】

　当第1四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態及び経営成績の分析】

　（１）業績の状況

　当第1四半期連結累計期間（平成23年4月1日～平成23年6月30日）におけるわが国経済は、3月の東日本大震災によっ

て3～4月に生産や消費が大幅に落ち込んだ後、当初予想を上回るサプライチェーンの回復や一部復興需要により、

徐々に持ち直しつつあります。しかし、震災の影響は大きく、第１四半期の実質ＧＤＰ成長率のマイナス幅は1～3月期

より拡大する見通しです。

　第2四半期以降は、生産の持ち直しや復興需要の発生等から国内景気は緩やかな回復軌道に復していくものと期待さ

れておりますが、電力供給力の制約、海外経済の停滞感、為替変動の輸出への影響、資源価格の上昇による交易条件の

悪化傾向などの懸念要因があり、予断を許さない状況です。

  当社グループの主要事業は産業用包装資材の製造・販売であり、出荷数量は国内生産動向の影響を受けやすい体質

にあります。当社グループの当第1四半期連結累計期間の業績は、顧客の一部が被災したことによる重包装袋の出荷減

少は避けられませんでしたが、他の顧客の需要をきめ細かくフォローしたこと、フィルム製品の販売を伸ばしたこと、

子会社のタイ昭和パックス㈱、山陰製袋工業㈱が順調であったこと等により、売上高は4,699百万円で前年同期に比し

て17百万円の微増となりました。損益につきましては、売上の増加に加えて、費用抑制策の効果、営業外収益の増加等

があり、営業利益236百万円（前年同期比14百万円の増益）、経常利益294百万円（同29百万円の増益）、四半期純利益

186百万円（同37百万円の増益）となりました。 

　

   　 セグメントの業績を示すと、次の通りであります。

　　①重包装袋

　重包装袋部門の主力製品であるクラフト紙袋は、業界全体の第1四半期出荷数量（ゴミ袋を除く）は一部需要家被災

の影響があり前年同期比△3.8%と減少しました。

　当社の売上数量は前年同期比△8.3％であり、業界全体よりも減少幅が大きくなりました。当社のシェアが高い合成

樹脂用途の需要が石油化学プラントの被災で落ち込んだことが主な理由です。

　子会社の九州紙工㈱の売上数量も九州地区の需要低迷で前年同期比△9.4％となりました。タイ昭和パックス㈱の第

1四半期（1～3月）は、売上数量前年同期比+0.7%と堅調でした。山陰製袋工業㈱の第1四半期（1～3月）は前年同期比

で+12.7%と売上数量を伸ばしました。

　当セグメントの第1四半期連結売上高は2,947百万円で、前年同期に対し6.4％の減収となりました。

　　②フィルム製品

　フィルム製品の業界全体の第1四半期の出荷量は、前年同期から産業用は増加、農業用は減少となり、合計では微増で

した。主原材料であるポリエチレン樹脂価格が値上がりしたため、採算は悪化する傾向にあります。

　当社の売上数量は、需要を細かく捉えて機動的に生産・出荷を行ったことで前年同期比＋32.8％と大きく増加しま

した。産業用、農業用いずれも数量を伸ばしました。

　当セグメントの第1四半期連結売上高は1,038百万円で、前年同期に対して21.2%の増収となりました。　 

　　③コンテナー

　粒状内容物の大型輸送用ワンウェイ・フレコンの第1四半期は海外からの輸入量が前年同期を大きく上回り、流通量

は増加していると推測されます。

　当社の自社製ワンウェイ・フレコン「エルコン」の売上数量は食品用途向けが伸びて前年同期から微増、輸入販売

品は樹脂、飼料、食品用途向けが大きく伸び、全体では前年同期比+20.0%となりました。一方で、大型コンテナーバッグ

「バルコン」の売上数量は前年比△5.4％と減少しました。

　当セグメントの第1四半期連結売上高は412百万円で、前年同期に対して14.5%の増収となりました。
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　　④不動産賃貸

　賃貸用不動産及び賃貸契約内容に大きな変動はありませんでしたが、前期中に本社ビルの賃貸料を改訂した関係で、

当セグメントの第1四半期連結売上高は前年同期比で5.8%減少し、61百万円となりました。

 

　（２）財政状態

（資産）　

　当社グループの当連結第１四半期末総資産は19,994百万円で、前連結会計年度末に比べて724百万円増加しました。

主な増加要因は現金及び預金284百万円、商品及び製品286百万円、有形固定資産261百万円です。

（負債）　

　負債合計は10,942百万円で、前連結会計年度末に比べて598百万円増加しました。主な増加要因は支払手形及び買掛

金128百万円、短期借入金108百万円、主な減少要因は賞与引当金139百万円です。

（純資産）　

　純資産合計は9,052百万円で、前連結会計年度末に比べて126百万円増加しました。これは主に四半期純利益186百万

円及び剰余金の配当62百万円によるものです。

　 

　（３）研究開発活動

　　当第1四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、50百万円であります。

　なお、当第1四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

　（４）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　　当第1四半期連結累計期間において、当社の経営成績に重要な影響を与える要因に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 26,900,000

計 26,900,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成23年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年８月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 8,900,000 8,900,000

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

1,000株

計 8,900,000 8,900,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年４月１日～

平成23年６月30日
－ 8,900 － 640,500 － 289,846
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（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成23年３月31日）に基づく株主名簿により記載をしております。

　　　①【発行済株式】

 平成23年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　 　13,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　8,863,000 8,863 －

単元未満株式 普通株式 　　24,000 － １単元（1,000株）未満の株式

発行済株式総数  8,900,000 － －

総株主の議決権 － 8,863 －

 

②【自己株式等】

 平成23年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

昭和パックス株式会社
東京都新宿区市谷

本村町２－１２
13,000 － 13,000 0.15

計 － 13,000 － 13,000 0.15

（注）　上記のほか、当社所有の単元未満自己株式250株があります。

　なお、当第1四半期会計期間末における当社所有の単元未満自己株式数は743株であります。

  

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出後、当四半期累計期間において、役員の異動はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

  当社は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、当第1四半期連結会計期間（平成23年4月1日から平成23

年6月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成23年4月１日から平成23年6月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,663,081 3,947,641

受取手形及び売掛金 5,780,167 5,723,960

商品及び製品 1,308,553 1,594,603

仕掛品 116,423 119,006

原材料及び貯蔵品 961,051 970,996

繰延税金資産 202,620 203,199

その他 248,425 173,221

貸倒引当金 △22,744 △8,547

流動資産合計 12,257,578 12,724,083

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 6,195,999 6,302,911

減価償却累計額 △4,237,368 △4,269,154

建物及び構築物（純額） 1,958,631 2,033,757

機械装置及び運搬具 7,562,376 7,625,839

減価償却累計額 △6,440,963 △6,512,906

機械装置及び運搬具（純額） 1,121,412 1,112,933

土地 847,789 850,223

リース資産 7,362 39,592

減価償却累計額 △2,510 △3,798

リース資産（純額） 4,851 35,794

建設仮勘定 148,182 312,138

その他 598,447 603,219

減価償却累計額 △523,343 △530,582

その他（純額） 75,103 72,636

有形固定資産合計 4,155,970 4,417,483

無形固定資産

リース資産 3,694 3,403

ソフトウエア 40,743 38,781

電話加入権 9,230 9,230

無形固定資産合計 53,668 51,414

投資その他の資産

投資有価証券 ※1
 2,485,160

※1
 2,464,928

繰延税金資産 4,791 4,816

その他 379,117 398,225

貸倒引当金 △66,511 △66,481

投資その他の資産合計 2,802,557 2,801,489

固定資産合計 7,012,196 7,270,387

資産合計 19,269,775 19,994,470
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,292,264 4,421,036

短期借入金 2,907,600 3,016,500

未払法人税等 267,211 133,554

賞与引当金 332,571 193,008

役員賞与引当金 24,260 18,675

環境対策引当金 3,980 3,980

リース債務 2,663 7,497

繰延税金負債 1,707 1,632

設備関係支払手形 4,450 25,577

その他 623,112 1,229,642

流動負債合計 8,459,822 9,051,104

固定負債

長期借入金 786,000 782,000

退職給付引当金 103,064 111,201

役員退職慰労引当金 83,926 84,552

環境対策引当金 14,005 14,005

資産除去債務 3,836 3,836

負ののれん 227,985 213,736

リース債務 6,487 33,620

繰延税金負債 461,846 451,943

長期預り保証金 197,014 196,250

固定負債合計 1,884,166 1,891,146

負債合計 10,343,988 10,942,251

純資産の部

株主資本

資本金 640,500 640,500

資本剰余金 289,846 289,846

利益剰余金 7,408,691 7,533,032

自己株式 △6,193 △6,403

株主資本合計 8,332,844 8,456,975

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 373,773 359,210

為替換算調整勘定 △63,953 △48,821

その他の包括利益累計額合計 309,819 310,388

少数株主持分 283,122 284,855

純資産合計 8,925,786 9,052,219

負債純資産合計 19,269,775 19,994,470
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

売上高 4,681,534 4,699,038

売上原価 3,846,788 3,855,336

売上総利益 834,745 843,702

販売費及び一般管理費 612,975 607,132

営業利益 221,769 236,569

営業外収益

受取利息 387 223

受取配当金 34,829 35,102

負ののれん償却額 14,249 14,249

為替差益 411 4,180

貸倒引当金戻入額 － 14,322

その他 8,309 5,121

営業外収益合計 58,186 73,199

営業外費用

支払利息 14,847 14,415

その他 530 1,260

営業外費用合計 15,378 15,675

経常利益 264,578 294,092

特別利益

固定資産売却益 － 12

特別利益合計 － 12

特別損失

固定資産除却損 76 451

環境対策引当金繰入額 17,985 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 10,385 －

特別損失合計 28,446 451

税金等調整前四半期純利益 236,132 293,653

法人税、住民税及び事業税 82,518 104,699

法人税等調整額 1,236 △578

法人税等合計 83,755 104,120

少数株主損益調整前四半期純利益 152,376 189,532

少数株主利益 3,064 2,984

四半期純利益 149,312 186,547
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 152,376 189,532

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △194,874 △14,576

為替換算調整勘定 29,373 16,813

その他の包括利益合計 △165,501 2,237

四半期包括利益 △13,124 191,770

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △19,126 187,117

少数株主に係る四半期包括利益 6,001 4,652
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

該当事項はありません。

　

【会計方針の変更等】

該当事項はありません

　　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

　税金費用の計算　 　税金費用については、当第1四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引

前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引

前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

【追加情報】

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

　当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更および過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤

謬の訂正に関する会計基準（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）および「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。　
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

前連結会計年度
（平成23年３月31日）

当第１四半期連結会計期間
（平成23年６月30日）

※１. 非連結子会社に対するものは次のとおりでありま

す。

※１．非連結子会社に対するものは次のとおりでありま

す。

投資有価証券（株式） 30,000千円 投資有価証券（株式） 30,000千円

　２．偶発債務

下記のとおり、従業員の持家融資に伴う銀行借入に

対し債務保証を行っております。

　２．偶発債務

下記のとおり、従業員の持家融資に伴う銀行借入に

対し債務保証を行っております。

 債務保証金額

従業員（3名） 20,325千円

 債務保証金額

従業員（3名） 19,996千円

　３．受取手形割引高および裏書譲渡高 　３．受取手形割引高および裏書譲渡高

受取手形割引高 78,182千円

受取手形裏書譲渡高 1,916千円

受取手形割引高 －千円

受取手形裏書譲渡高 10,803千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連結累

計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）および負ののれん償却額は、次のとおりで

あります。

　

前第１四半期連結累計期間　

（自　平成22年４月１日

　至　平成22年６月30日）　

当第１四半期連結累計期間

（自　平成23年４月１日

　至　平成23年６月30日）　

減価償却費　 124,238千円　 122,758千円　

負ののれん償却額　 △14,249千円 △14,249千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

配当に関する事項

　配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

1株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年6月29日

定時株主総会
普通株式　 44,443 5

平成22年3月31日

　

平成22年6月30日

　
利益剰余金　

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

配当に関する事項

　配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

1株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年6月29日

定時株主総会
普通株式　 62,207 7

平成23年3月31日

　

平成23年6月30日

　
利益剰余金　
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）　

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　　(単位:千円)

　
報告セグメント

その他

(注)
合計

重包装袋
フィルム

製品
コンテナー 不動産賃貸 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 3,149,390857,288360,14665,7584,432,584248,9494,681,534

セグメント間の内部売上高又は

振替高　
－ － － － － － －

計 3,149,390857,288360,14665,7584,432,584248,9494,681,534

　セグメント利益又は損失(△) 272,53523,597 7,703 37,836341,672△119,902221,769

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業であり、包装用原材料、包装用機械、その他関連

製品等であります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額および当該差額

の主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）

利　益　 金　額

報告セグメント計 341,672

「その他」の区分の利益 16,181

全社費用（注）　 △136,084

連結財務諸表の営業利益 221,769

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）　

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　(単位:千円)

　
報告セグメント

その他

(注)
合計

重包装袋
フィルム

製品
コンテナー 不動産賃貸 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 2,947,0681,038,942412,40161,9324,460,345238,6934,699,038

セグメント間の内部売上高又は

振替高　
－ － － － － － －

計 2,947,0681,038,942412,40161,9324,460,345238,6934,699,038

　セグメント利益又は損失(△) 231,53093,856△2,086 35,354358,654△122,085236,569

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業であり、包装用原材料、包装用機械、その他関連

製品等であります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額および当該差額

の主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）　

利　益　 金　額

報告セグメント計 358,654　

「その他」の区分の利益 16,226

全社費用（注）　 △138,311

連結財務諸表の営業利益 236,569

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。　
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３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。　　　

（企業結合等関係）

　該当事項はありません。　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 16円80銭 20円99銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額（千円） 149,312 186,547

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 149,312 186,547

普通株式の期中平均株式数（株） 8,888,750 8,886,273

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　　

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。

EDINET提出書類

昭和パックス株式会社(E00686)

四半期報告書

17/18



 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年８月10日

昭和パックス株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 神尾　忠彦　　印　

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 竹野　俊成　　印　

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている昭和パックス株

式会社の平成２３年４月１日から平成２４年３月３１日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成２３年４月

１日から平成２３年６月３０日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成２３年４月１日から平成２３年６月３０日ま

で）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び

注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財務

諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成

し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分

析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる

監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、昭和パックス株式会社及び連結子会社の平成２３年６月３０日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

　

利害関係　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）1.上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告書

提出会社)が別途保管しております。

2.四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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